
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい協議にするための方法８選 効果的な協議の実践事例 

 

PA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もっと詳しく知りたい 

③ 



・目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な
視点で組み立てていく

・教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていく

（学習指導要領から抜粋）

併せて「教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保する」

すべての教科で実施

研究授業では、「資質・能力」を身に付け
させる授業になっているかを教職員で確認、
改善策等のアイディアを共有

研究協議会で話し合った改善策を授業で実施

学校の実態や生徒の現状と課題を把握
(学力調査、生徒による授業評価等）

RPDCAサイクルを効果的に回す！

総合教育センター
作成の冊子は
こちら

□ 学校教育目標を基に、生徒に身に付けさせたい資質・能力に
ついて学校全体で共有している。

□ 生徒に身に付けさせたい資質・能力が組織的な授業改善の
テーマになっている。

□ 研究協議会や教科会で話し合った授業の改善策が、その後の
授業等や次年度に向けた取組につなげている。

〈参考〉
□ よりよい教育課程を編成するために、人的・物的な資源を確保

する計画がなされ、それらの資源を必要に応じて活用している。

カリキュラム・マネジメント実現のチェックリスト

「効果的・効率的な会議」に
ついて詳しく知りたい方はこちら。
当センターのホームページからも
閲覧、ダウンロードができます。

※本県においては、学校の現状課題の把握を意味する“Research”を加えた
「ＲＰＤＣＡサイクル」の確立を推進しています。

教職員で目標を共有して、教科ごとに具体的な取組を考えよう！

〇〇・・

資質・能力の育成のための授業づくり(〇班)

改善策課題良かった点

評価

生徒の姿から見た
取組の展望

学校教育目標や
めざす生徒像を
基に教職員が

取り組める具体的な
方策を計画する

②

「資質・能力」を
身に付けさせる
授業の取組が
有効であったか
チェックする

学校教育目標を基に、生徒に身に付けさせ
たい「資質・能力」を共有し、各教科の
具体的な取組を計画

教職員で
アイディアを

共有する
チャンス！

〇・・・

学校教育目標
〇自分の考えをもち、自信

をもって行動する生徒

の育成を図る。

〇生徒一人ひとりの進路を

実現できるような、支

援体制の充実を図る。

〇・・・・

〇・・・・

①学校教育目標と生徒及び学校の現状等を踏まえて、どんな生徒にしたいか

（めざす生徒像）

「自分の考えをもち、様々な場面で臆せず発信できる生徒」

②全教科の授業で身に付けさせたい資質・能力

・ 「失敗を恐れず挑戦し続ける」

・ 「よりよく伝える」

②を踏まえた

教科における手立て

〇〇科

・単元の始めに課題を選

ばせ、単元の終わりに

課題を解決するための

道筋を

〇〇科

仲間に伝える時間を

〇〇科

〇〇科

生徒の現状
・全体的に穏やか、何事にも真面目

に取り組む。

学習

・実技科目に興味が向いている生徒

が多い。

・教員から提示された課題は一生懸

命取り組む。

地理的環境 ・駅から遠い住宅地にある。

家庭環境
・共働きの親が多く、連絡がつかな

いことがある。

行事
（部活動）

５月 文化祭 主体的に動ける生徒

が限られている。

９月 体育祭

サッカー部が・・

R 調査

D 実施

C 評価

失敗を恐れず
挑戦し続ける

よりよく伝える

〇〇・・・

カリキュラム・マネジメントのポイント

P 計画

〇〇・・

【P 計画】
（学校全体）

身に付けさせたい
資質・能力を
決めよう

【A 改善】
「いつまで」「なにを」
「どのように」を決め、
その後の授業に生かそう

【R 調査】
生徒を取り巻く
現状について
共有しよう 【P 計画】

（教科）

教科ごとの具体的な
手立てを検討しよう

効果的・効率的な協議を
行うためにファシリテー
ターをおこう！

詳しくはホームページへ

【C 評価】
研究協議会

A 改善

効果的な研究協議会で、取組を改善しよう！

「課題」を整理した後に「改善策」
を挙げ教職員で共有しよう

模造紙例

生徒が成長するのは
教師としての醍醐味！
成長するための
仕掛けを作ろう！

どんな生徒になってほしいか、
教科で何ができるか

授業で行う取組が
有効かチェック！

【D 実施】

授業

①


